
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ○ふれあい食事会（平成３年から実施） 

  ７０歳以上のひとり暮らしの高齢者対象、年１２回（小学校３回、福祉施設９回） 

  現在まで連続２６８回実施 

  食事後は、講話、地域住民による催しもの、カラオケを楽しみ、小学生、各種団体との 

  交流を図ります。 

 ○ふれあいまつり（平成１８年から実施） 

  ３世代交流を図るため、毎年１０月に保健所・包括センターによる健康相談コーナーを 

  はじめ、ゲーム、手作り、喫茶、福祉施設コーナーで楽しみ地域住民の交流を図ります。 

 ○福祉施設、入所者の買物の付添、施設内で臨時に設けられる喫茶店に毎月応援。 

 ○障害施設が開く、さくら祭り・サンタ祭りには会場設営等の応援。 

 

 

 

 ○次世代の担い手、若い人の人材確保が難しい。 

 ○個人情報保護の点から詳しい状況が把握しにくい。 

 

《組織について》 

 自治会、民生児童委員、婦人会員、長寿会員、公民館、消防団、更生保護団体 

 母子寡婦福祉、交通安全対策協議会等 

《組織の設立経緯》 

平成３年に活動開始 

有功地区居住者が健康で文化的生活を営むことが出来るよう地域社会の福祉を増進し 

明るい豊かなまちを建設することを目的とし、明るく、思いやり、支えあい、 

安心して住める街づくりを目指しています。 

（有功） 

活 動 内 容 

工 夫 ・ 問 題 点 
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